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調査の概要

１．調査の目的

 本調査は、市政運営の基本となる「さいたま市総合振興計画」のうち、環境や福祉な

ど各分野の施策を定める「後期基本計画」（計画期間：平成 26～32年度）を平成 25年
12 月に策定したことから、この着実な推進を図っていく上での参考として、市民の日
常の行動や意識について、現状を把握することを目的として実施しました。

２．調査の実施方法

（１）調査対象 

5,000人（さいたま市に居住する満 20歳以上の男女を無作為抽出）

（２）調査方法 

郵送による配布・回収 

（３）調査期間 

平成 26年 2月 4日～2月 18日

（４）回収状況 

配布数（件） 有効回収数（件） 有効回収率（％） 

5,000 2,765 55.3

３．調査項目

次ページの通りです。 
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〈調査項目〉 

大項目 問番号 中項目 回答形式 頁数 

Ⅰあなた

が取り

組んで

いる活

動・行

動につ

いて

問１ あなたは日常生活の中で、以下のような活

動・行動をどの程度行って（または心がけて）

いますか。 

単一 ５ 

１ 節電や省エネルギーに取り組んでいる。 

２ ごみの減量に取り組んでいる。 

３ なるべく自家用車に頼らないで、日常生活を

営んでいる。 

４ 普段の買物を主に市内商店（街）で行って

いる。 

５ 災害に備え、家庭で備蓄等の対策を行って

いる。 

６ 地域の活動に参加している。 

７ 国籍などが異なる人達の文化の違いを理

解しようとしている。 

８ （65 歳以上の方のみ）地域・ボランティ

ア活動や趣味を楽しむ等、生きがいをもって

活動している。 

問２ あなたはこの１年間で、自然環境の保全活動に参

加したことはありますか。 

単一 ７ 

問３ あなたはこの１年間で、生涯学習に取り組んだこ

とがありますか。 

単一 ８ 

問３－１ 【問３で「１」とお答えの方にお聞きします。】

生涯学習の成果を地域活動やボランティアなど

で社会に還元していますか。 

単一 ９ 

問３－２ 【問３で「１」とお答えの方にお聞きします。】

生涯学習を通じて生活が充実していると感じて

いますか。 

単一 ９ 

問４ あなたはこの１年間で、以下の活動にどの程度取

り組みましたか。 

単一 10 

１ スポーツ 

２ 文化芸術活動（鑑賞を除く） 

３ 文化芸術の鑑賞 

Ⅱ生活実

感につ

いて 

問５ あなたは日常生活の中で、以下の項目についてど

のように思われますか。 

単一 12 

１ 緑や水辺などの自然が身近にあると感じ

る。 
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大項目 問番号 中項目 回答形式 頁数 

２ 市内の景観（まちなみ、自然等）に魅力を

感じる。 

３ 地域の子ども・青少年が健全に成長してい

る。 

４ 困った時に相談できる人が身近にいる。 

５ 地域の中で、障害に対する理解が深まって

きていると感じる。 

６ 自分は健康であると思う。 

７ 「かかりつけ医」がいる。 

８ スポーツに親しむ環境（場や機会）が市内

に整っていると感じる。 

９ 鑑賞や活動の機会など市内の文化芸術環

境に満足している。 

10 安全で生活しやすい身近な生活道路が整

備されている。 

11 日常生活において、市内の移動が便利であ

る。 

12 市内産農産物を買いたいと思う。 

13 わが国全体の中において、市内の産業は活

力があると感じる。 

14 周囲の就労環境が向上していると感じる。

15 地域の治安について不安がある。 

16 身近なところで人権が尊重されている。 

17 社会全体で見た場合、男女の地位が平等だ

と感じる。 

18 地域の活動・交流が活発に行われていると

感じる。 

Ⅲさいた

ま市に

ついて

問６ あなたは、さいたま市について、どのように感じ

ていますか。 

単一 13 

１ 地球温暖化対策など、環境の向上に熱心に

取り組んでいるまちである。 

２ 子育てしやすいまちである。 

３ スポーツの盛んなまちである。 

４ 文化的なまち・芸術のまちである。 

５ まちなかに緑や開放的な空間が感じられ、

快適な生活ができている。 

６ 自転車が安全・快適に通行できている。 
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大項目 問番号 中項目 回答形式 頁数 

７ ＩＣＴ（情報通信技術）の活用が進み、市

のサービスが利用しやすい。 

８ 都心に活気があり、魅力的である。 

９ 地域の特性を生かしたまちづくりがされ

ている。 

10 移動しやすい道路網が整備されている。 

11 来訪者を招き入れたいと感じるまちであ

る。 

12 観光資源が魅力的である。 

13 火災や事故の時に消防・救急が迅速・確実

に活動している。 

14 外国人の受入体制が整っている。 

15 市の国際的なイメージが向上している。 

Ⅳその他 問７ あなたは、消費生活におけるトラブルの相談窓口

として、さいたま市が消費生活センターを設置し

ていることを知っていますか。 

単一 14 

問８ あなたは、（過去１年以内に）配偶者や交際相手か

ら暴力を受けたことがありますか。 

単一 15 

問９ あなたは、平和に関心がありますか。 単一 16 

Ⅴあなた

ご自身

のこと

① 性別 単一 17 

② 年齢 単一 17 

③ 居住地区 単一 18 

④ 職業 単一 19 

④－１ 通勤・通学先 単一 19 

⑤ 居住年数 単一 20 

⑥ 同居の家族 単一 21 

⑦ 同居家族の年齢層 単一 21 
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調査の結果

Ⅰ あなたが取り組んでいる活動・行動について

１．日常生活の中での活動・行動（調査票：問１）

 「節電や省エネルギーに取り組んでいる」について、「積極的に行っている（心がけ

ている）」と「ある程度行っている（心がけている）」という回答の合計は 9割を超えて
いる。また、「普段の買物を主に市内商店（街）で行っている」や「ごみの減量に取り

組んでいる」「なるべく自家用車に頼らないで、日常生活を営んでいる」についても、

「積極的に行っている（心がけている）」と「ある程度行っている（心がけている）」と

いう回答の合計が 7～8割程度となっており、このうち、特に「買物」については、「積
極的に行っている（心がけている）」が半数を超え、他の項目に比べ多くなっている。

一方、「地域の活動に参加している」については、「ほとんど行っていない（心がけて

いない）」と「全く行っていない（心がけていない）」という回答の合計が 6割を超えて
いる。

20.0

17.0

32.9

51.8

10.7

7.3

11.4

70.7

62.4

37.6

31.7

49.5

27.7

53.4

6.9

17.6

20.4

10.8

30.2

36.0

25.6

1.1

1.7

6.4

4.4

8.1

27.6

7.6

1.4

1.3

2.6

1.3

1.5

1.4

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

節電や省エネルギーに取り組んでいる

ごみの減量に取り組んでいる

なるべく自家用車に頼らないで、日常生活を営んでいる

普段の買物を主に市内商店（街）で行っている

災害に備え、家庭で備蓄等の対策を行っている

地域の活動に参加している

国籍などが異なる人達の文化の違いを理解しようとしている

(n=2,765)

積極的に行っている(心がけている) ある程度行っている(心がけている)

ほとんど行っていない(心がけていない) 全く行っていない(心がけていない)

無回答 ダミー
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■（６５歳以上の方のみ対象）「地域・ボランティア活動や趣味を楽しむ等、生

きがいをもって活動している」（調査票：問１のつづき） 

 「地域・ボランティア活動や趣味を楽しむ等、生きがいをもって活動している」につ

いては、「積極的に行っている（心がけている）」と「ある程度行っている（心がけてい

る）」という回答の合計が 6割を超え、「ほとんど行っていない（心がけていない）」と
「全く行っていない（心がけていない）」という回答の合計を上回っている。

積極的に

行っている

(心がけている)
28.1%

ある程度

行っている

(心がけている)
35.4%

ほとんど

行っていない

(心がけていない)
18.7%

全く

行っていない

(心がけていない)
17.8%

(n=876)無回答を除く
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２．自然環境の保全活動への参加状況（調査票：問２）

 この 1 年間で自然環境の保全活動（※）へ参加したことが「ない」という回答が 8
割近くを占めている。

※募金などの身近な個人活動から、地域・団体による活動まで幅広い対象とする。

ある 20.0%

ない 78.0%

無回答 2.0%

(n=2,765)
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３．生涯学習の取組状況（調査票：問３・問３－１・問３－２）

■この１年間での生涯学習への取組 

 この 1年間で生涯学習（※）に取り組んだことが「ない」という回答が 6割を超えて
いる。

※人々が、生涯のいつでも、どこでも、自由に行う学習活動のことで、学校教育や、公民館における講座

等の社会教育などの学習機会に限らず、自分から進んで行う学習やスポーツ、文化活動、趣味、ボラン

ティア活動などにおける様々な学習活動のことをいう。

ある 33.5%

ない 60.9%

無回答 5.6%

(n=2,765)
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■（この１年間で生涯学習への取組が「ある」と答えた方対象）生涯学習の成

果の社会への還元 

 この 1年間で生涯学習に取り組んだことが「ある」と回答した方のうち、生涯学習の
成果を地域活動やボランティアなどで社会に「還元している」と「やや還元している」

という回答の合計は、4割を超えている。

■（この１年間で生涯学習への取組が「ある」と答えた方対象）生涯学習を通

じた生活の充実度 

 この 1年間で生涯学習に取り組んだことが「ある」と回答した方のうち、生涯学習を
通じて生活が充実していると「感じる」と「やや感じる」という回答の合計は、6割を
超えている。

還元している
19.3%

やや

還元している
23.4%

あまり

還元していない
27.2%

還元していない
29.8%

無回答 0.2%
(n=926)

感じる 36.6%

やや感じる 29.7%

あまり感じない
6.0%

感じない 1.0%

無回答 26.7%

(n=926)
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４．スポーツ・文化芸術の取組状況（調査票：問４）

■スポーツに取り組む頻度 

 この 1 年間のスポーツ（※）の取組頻度については、「週 1～2 回程度」が 2 割を超
えて最も多く、次いで「週 3回以上」も 2割近くとなっている。
一方、この 1年間でスポーツを「行っていない」という回答が 3割程度を占めている。

※競技スポーツから、グラウンド・ゴルフ等のニュースポーツ、キャンプ活動などのレクリエーション、

散歩やラジオ体操などの軽い運動までをいう。

週３回以上 16.6%

週１～２回程度
20.8%

月１～３回程度
13.2%

年数回程度
15.7%

行っていない
29.2%

無回答 4.5%

(n=2,765)
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■文化芸術活動の頻度 

 この 1年間で鑑賞を除く文化芸術（※）活動を「行っていない」という回答が 6割近
くに達している。文化芸術活動に取り組んでいると答えた方については、「年数回程度」

が 2割程度で最も多くなっている。

※文学、音楽、美術、写真、演劇、舞踊、伝統的又は民俗的な芸能、落語、歌唱、茶道、華道、書道、囲

碁、将棋などをいう。

■文化芸術の鑑賞の頻度 

 この 1年間で文化芸術の鑑賞を「行っていない」という回答が半数近くに達している。
文化芸術の鑑賞を行っていると答えた方については、「年数回程度」が 4割を超え最も
多くなっている。

週３回以上 3.5%

週１～２回程度
5.8%

月１～３回程度
10.3%

年数回程度
16.2%

行っていない
59.4%

無回答 4.8%

(n=2,765)

週３回以上 0.8% 週１～２回程度
1.2%

月１～３回程度
5.6%

年数回程度
40.4%

行っていない
47.2%

無回答 4.8%

(n=2,765)
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Ⅱ 生活実感について

１．日常生活で実感すること（調査票：問５）

「市内産農産物を買いたいと思う」と「自分は健康であると思う」については、「そ

う思う」と「どちらかと言えばそう思う」という回答の合計が 8割を超えており、次い
で、「地域の子ども・青少年が健全に成長している」「困った時に相談できる人が身近に

いる」「緑や水辺などの自然が身近にあると感じる」についても 7割程度となっている。
一方、「周囲の就労環境が向上していると感じる」「わが国全体の中において、市内の

産業は活力があると感じる」については、「どちらかと言えばそう思わない」と「そう

思わない」という回答の合計が 6～7割を占めている。

27.2

11.7

11.1

34.8

5.1

33.9

36.7

11.2

4.7

10.1

19.3

35.0

3.2

1.3

10.2

6.2

4.7

5.0

41.5

40.1

62.5

35.5

40.0

47.9

27.2

43.7

36.1

40.2

46.0

48.4

34.0

24.1

37.0

59.8

37.5

39.5

22.6

35.5

19.6

18.7

41.5

11.4

18.0

33.5

42.3

32.2

22.5

12.4

48.7

55.1

41.5

27.2

44.1

44.2

7.9

11.4

3.6

9.6

11.1

5.9

16.9

10.3

14.1

16.6

10.7

3.1

12.2

17.0

10.4

4.3

12.0

9.7

0.8

1.3

3.1

1.4

2.3

0.9

1.2

1.4

2.7

1.0

1.4

1.0

1.9

2.6

0.9

2.6

1.7

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

緑や水辺などの自然が身近にあると感じる

市内の景観（まちなみ、自然等）に魅力を感じる

地域の子ども・青少年が健全に成長している

困った時に相談できる人が身近にいる

地域の中で、障害に対する理解が深まってきていると感じる

自分は健康であると思う

「かかりつけ医」（※）がいる

スポーツに親しむ環境（場や機会）が市内に整っていると感じる

鑑賞や活動の機会など市内の文化芸術環境に満足している

安全で生活しやすい身近な生活道路が整備されている

日常生活において、市内の移動が便利である

市内産農産物を買いたいと思う

わが国全体の中において、市内の産業は活力があると感じる

周囲の就労環境が向上していると感じる

地域の治安について不安がある

身近なところで人権が尊重されている

社会全体で見た場合、男女の地位が平等だと感じる

地域の活動・交流が活発に行われていると感じる

(n=2,765)

そう思う どちらかと言えばそう思う

どちらかと言えばそう思わない そう思わない

無回答 ダミー※日頃から患者自身や家族を診療し、健康管理に

関する相談にのってくれる医師。
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Ⅲ さいたま市について

１．さいたま市について感じること（調査票：問６）

「火災や事故の時に消防・救急が迅速・確実に活動している」については、「そう思

う」と「どちらかと言えばそう思う」という回答の合計が 7割を超え最も多くなってお
り、次いで、「スポーツの盛んなまちである」「子育てしやすいまちである」「都心に活

気があり、魅力的である」についても 6割を超えている。
一方、「観光資源が魅力的である」と「自転車が安全・快適に通行できている」につ

いては、「どちらかと言えばそう思わない」と「そう思わない」という回答の合計が 8
割程度を占めており、「市の国際的なイメージが向上している」についても 7割近くと
なっている。

3.5

9.8

14.6

7.8

9.7

2.7

2.9

10.5

3.1

7.7

5.1

1.7

13.8

2.2

2.3

35.4

55.7

53.7

42.5

44.1

17.8

35.1

51.6

36.9

45.6

41.1

14.8

61.7

30.3

24.7

48.2

25.0

24.7

40.0

36.2

48.8

45.4

27.6

46.3

30.8

40.2

54.6

18.2

51.6

49.6

10.8

7.0

5.6

8.1

8.3

30.0

13.5

8.3

10.5

13.9

10.5

26.1

4.0

10.2

19.1

2.1

2.5

1.3

1.6

1.7

0.8

3.1

2.0

3.1

2.0

3.1

2.8

2.4

5.7

4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地球温暖化対策など、環境の向上に

熱心に取り組んでいるまちである

子育てしやすいまちである

スポーツの盛んなまちである

文化的なまち・芸術のまちである

まちなかに緑や開放的な空間が感じられ、

快適な生活ができている

自転車が安全・快適に通行できている

ＩＣＴ（情報通信技術）の活用が進み、

市のサービスが利用しやすい

都心（※）に活気があり、魅力的である

地域の特性を生かしたまちづくりがされている

移動しやすい道路網が整備されている

来訪者を招き入れたいと感じるまちである

観光資源が魅力的である

火災や事故の時に消防・救急が

迅速・確実に活動している

外国人の受入体制が整っている

市の国際的なイメージが向上している

(n=2,765)

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない

そう思わない 無回答 ダミー

※大宮駅周辺・さいたま新都心周辺地区及び浦和駅周辺地区。
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Ⅳ その他

１．消費生活センターの認知度（調査票：問７）

 さいたま市が消費生活センターを設置していることを「知っている」という回答と「知

らない」という回答がほぼ半々であるものの、「知らない」という回答がやや多くなっ

ている。

知っている 46.2%知らない 52.7%

無回答 1.0%

(n=2,765)



15

２．配偶者や交際相手から暴力を受けた経験（調査票：問８）

 過去 1年以内に配偶者や交際相手から暴力（※）を受けたことが「全くない」という
回答が 9割を超えている。「1～2度ある」と「何度もある」という回答の合計は 1割に
満たないものの、配偶者等から暴力を受けたことがある人は少なからずいる。

※身体的暴力、精神的暴力、性的暴力、経済的暴力のことを指す。

何度もある 1.2%

１～２度ある 3.5%

全くない 93.7%

無回答 1.6%

(n=2,765)
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３．平和への関心度（調査票：問９）

 平和に「非常に関心がある」という回答は 6割程度となっており、「やや関心がある」
を含めると 9割を超えている。

非常に関心があ

る 59.9%

やや関心がある
35.5%

あまり関心がな

い 3.4%

全く関心がない
0.3%

無回答 0.9%
(n=2,765)
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Ⅴ 回答者の属性

１．性別（調査票：「Ⅴ あなたご自身のこと」①）

 「男性」が 42.4％、「女性」が 56.9％で、回答者は女性の方が多くなっている。

２．年齢（調査票：「Ⅴ あなたご自身のこと」②）

 回答者の年齢については、「60歳代」が 23.0％で最も多く、「20歳代」が 1.0％で最
も少なくなっているが、「20歳代」を除く他の年代については 15～20％程度で、ほぼ
同程度の割合となっている。

男性 42.4%女性 56.9%

無回答 0.8%

(n=2,765)

20歳代 1.0%

30歳代 16.7%

40歳代 21.8%

50歳代 18.4%

60歳代 23.0%

70歳以上 18.2%

無回答 0.8%

(n=2,765)
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３．居住地区（調査票：「Ⅴ あなたご自身のこと」③）

 「南区」が 14.4％で最も多く、「西区」が 6.8％で最も少なくなっているが、いずれ
の区も 10％前後で、ほぼ同程度の回答者の割合となっている。

西区 6.8%

北区 11.2%

大宮区 8.5%

見沼区 12.3%

中央区 8.2%

桜区 7.9%

浦和区 13.2%

南区 14.4%

緑区 8.2%

岩槻区 8.4%

無回答 0.7%

(n=2,765)
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４．職業および通勤・通学先（調査票：「Ⅴ あなたご自身のこと」④・④―１） 

■職業 

 回答者の職業については、「勤め人（正規職員・正社員）」が 31.1％で最も多く、次
いで「専業主婦・専業主夫」が 25.1％、「勤め人（パート・アルバイトなど）」が 17.5％
となっている。

■（上記で「自営業主・家業手伝い」「勤め人（正規職員・正社員）」「勤め人（パ

ート・アルバイトなど）」「学生」と答えた方）通勤・通学先 

 「さいたま市内」が 48.8％で最も多く、次いで「東京都 23区」が 25.9％となってい
る。このほか、「さいたま市以外の埼玉県内」が 13.7％となっている。

自営業主・家業

手伝い 8.0%

勤め人（正規職

員・正社員）
31.1%

勤め人（パート・

アルバイトなど）
17.5%

学生 0.2%

専業主婦・専業

主夫 25.1%

その他の無職
13.4%

その他 3.4%
無回答 1.3%

(n=2,765)

さいたま市内
48.8%

さいたま市以外

の埼玉県内
13.7%

東京都23区
25.9%

その他の東京都
1.7%

その他 4.3%
無回答 5.6%

(n=1,572)
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５．居住年数（調査票：「Ⅴ あなたご自身のこと」⑤）

 回答者の居住年数については、「20年以上」が 61.5％で最も多く、次いで「10～20
年未満」が 19.2％となっており、居住年数が長いほど回答者が多くなっている。

１年未満 1.9% １～３年未満
2.1%

３～５年未満
5.2%

５～10年未満
9.3%

10～20年未満
19.2%20年以上 61.5%

無回答 0.8%

(n=2,765)
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６．同居の家族（調査票：「Ⅴ あなたご自身のこと」⑥）

 回答者の世帯構成については、「親子（2世代）」が半数を超え最も多く、次いで「夫
婦だけ」が 25.0％を占めている。また、「一人暮らし」は 9.9％となっている。

７．同居家族の年齢層（調査票：「Ⅴ あなたご自身のこと」⑦）

 回答者の同居家族に「65歳以上」が「いる」という回答は 32.4％で、また、「就学前
（0～6歳）」「小学生」「中学生」の子どもが「いる」という回答がそれぞれ 10％程度
となっている。

一人暮らし 9.9%

夫婦だけ 25.0%

親子（２世代）
53.5%

親と子と孫

（３世代）
7.5%

その他 3.1%
無回答 1.1%

(n=2,765)

13.2

12.9

8.2

32.4

53.4

54.1

56.2

45.5

33.4

33.0

35.5

22.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前

（０～６歳）

小学生

中学生

65歳以上

(n=2,765)

いる いない 無回答 ダミー
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資料：調査票
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さいたま市総合振興計画（後期基本計画）に係る 

アンケート調査のお願い 

市民の皆さまには、日頃より市政にご理解とご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。 

さいたま市では、市政運営の基本となる「総合振興計画」のうち、環境や福祉など各分野の施策を

定める「後期基本計画」（計画期間：平成26～32年度）を平成25年12月に策定いたしました。 

このアンケート調査は、後期基本計画の着実な推進を図っていく上での参考として、皆さまの日常

の行動や意識について、現状を把握するためにお伺いするものです。

ご多忙のところ、大変恐縮に存じますが、これらの趣旨をご理解いただいた上で、ご協力くださる

ようお願い申し上げます。 

なお、このアンケート調査は、さいたま市にお住まいの満 20 歳以上の方から、無作為に 5,000

人を選ばせていただき、ご協力をお願いするものです。ご回答は無記名でお願いし、調査結果はすべ

て統計的な数値として取りまとめますので、プライバシーに関わる内容が公表されることは、一切あ

りません。ぜひ、率直なご意見をお聞かせください。 

平成 26年２月 

さいたま市長 清水 勇人 

ご記入に際してのお願い 

１ アンケート調査票の記入方法 

◆封筒のあて名に表示のあるご本人様がご記入ください。ただし、事情により、ご本人様のご

記入が難しい場合には、ご家族の方がご本人様の意見を聞きながらご記入いただいても構い

ません。 

◆ご回答は、質問ごとの説明にしたがい、このアンケート調査票の次ページ以降に直接ご記入

ください。選択肢の中からあなたご自身のお考えに最も近い番号を選び、質問文に示された

数の範囲で番号に ○ 印をつけてください。 

２ アンケート調査票の返送方法 

◆誠に勝手なお願いですが、ご記入いただいたアンケート調査票は、同封の返信用封筒に入れ

て、２月18日（火）までに、郵便ポストに投函してください。 

◆返信用封筒に切手は不要です。また、お名前・ご住所をご記入いただく必要はありません。 

３ 本調査に関するお問い合わせ先 

さいたま市 政策局 政策企画部 企画調整課 総合振興計画係 

所在地：〒330－9588 さいたま市浦和区常盤６－４－４（さいたま市役所５階） 

電話：048－829－1035（直通）    FAX：048－829－1985 

E メール：kikaku-chosei@city.saitama.lg.jp 
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問１ あなたは日常生活の中で、以下のような活動・行動をどの程度行って（または心がけ

て）いますか。次の(1)～(8)のそれぞれについて、最も近いものを選んでください。（○

は各々１つずつ） 

積極的に 

行っている 

（心がけている）

ある程度 

行っている 

（心がけている）

ほとんど 

行っていない 

（心がけていない）

全く 

行っていない 

（心がけていない）

（１）
節電や省エネルギーに取り組ん

でいる。 
１ ２ ３ ４ 

（２） ごみの減量に取り組んでいる。 １ ２ ３ ４ 

（３）
なるべく自家用車に頼らないで、

日常生活を営んでいる。 
１ ２ ３ ４ 

（４）
普段の買物を主に市内商店（街）

で行っている。 
１ ２ ３ ４ 

（５）
災害に備え、家庭で備蓄等の対

策を行っている。 
１ ２ ３ ４ 

（６） 地域の活動に参加している。 １ ２ ３ ４ 

（７）
国籍などが異なる人達の文化の

違いを理解しようとしている。
１ ２ ３ ４ 

以下、65 歳以上の方のみ、お答えください。 

（８）

（65 歳以上の方のみ） 

地域・ボランティア活動や趣味

を楽しむ等、生きがいをもって

活動している。 

１ ２ ３ ４ 

問２ あなたはこの１年間で、自然環境の保全活動（※）に参加したことはありますか。（○

は１つだけ） 

Ⅰ あなたが取り組んでいる活動・行動について 

１ ある         ２ ない 

※募金などの身近な個人活動から、地域・団体による活動まで幅広い対象とします。
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問３ あなたはこの１年間で、生涯学習（※）に取り組んだことがありますか。（○は１つ

だけ） 

問３－１ 【問３で「１」とお答えの方にお聞きします。】生涯学習の成果を地域活動やボ

ランティアなどで社会に還元していますか。（○は１つだけ） 

問３－２ 【問３で「１」とお答えの方にお聞きします。】生涯学習を通じて生活が充実し

ていると感じていますか。（○は１つだけ） 

問４ あなたはこの１年間で、以下の活動にどの程度取り組みましたか。次の(1)～(3)のそ

れぞれについて、最も近いものを選んでください。（○は各々１つずつ） 

週３回以上 
週１～２回 

程度 

月１～３回 

程度 

年数回 

程度 
行っていない

（１）

スポーツ（※） 

※競技スポーツから、グラウン

ド・ゴルフ等のニュースポーツ、

キャンプ活動などのレクリエーシ

ョン、散歩やラジオ体操などの軽

い運動まで 

１ ２ ３ ４ ５ 

（２）

文化芸術（※）活動 

【鑑賞を除き、自ら創作する・発

表する・演じる・習うなど】

※「文化芸術」とは文学、音楽、

美術、写真、演劇、舞踊、伝統的

又は民俗的な芸能、落語、歌唱、

茶道、華道、書道、囲碁、将棋な

どをいう。 

１ ２ ３ ４ ５ 

（３）

文化芸術の鑑賞 

【文化施設やまちなかで開催され

るイベントなどでの文化芸術の鑑

賞】

１ ２ ３ ４ ５ 

１ 還元している            ３ あまり還元していない 

  ２ やや還元している          ４ 還元していない 

  １ 感じる    ２ やや感じる    ３ あまり感じない    ４ 感じない 

※「生涯学習」とは、人々が、生涯のいつでも、どこでも、自由に行う学習

活動のことで、学校教育や、公民館における講座等の社会教育などの学習機

会に限らず、自分から進んで行う学習やスポーツ、文化活動、趣味、ボラン

ティア活動などにおける様々な学習活動のことをいいます。

１ ある ２ ない 

問３－１
問３－２へ
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問５ あなたは日常生活の中で、以下の項目についてどのように思われますか。次の(1)～

(18)のそれぞれについて、最も近いものを選んでください。（○は各々１つずつ） 

そう思う 
どちらかと言えば

そう思う 
どちらかと言えば
そう思わない 

そう思わない 

（１）
緑や水辺などの自然が身近に

あると感じる。 
１ ２ ３ ４ 

（２）
市内の景観（まちなみ、自然

等）に魅力を感じる。 
１ ２ ３ ４ 

（３）
地域の子ども・青少年が健全

に成長している。 
１ ２ ３ ４ 

（４）
困った時に相談できる人が身

近にいる。 
１ ２ ３ ４ 

（５）

地域の中で、障害に対する理

解が深まってきていると感じ

る。 

１ ２ ３ ４ 

（６） 自分は健康であると思う。 １ ２ ３ ４ 

（７）

「かかりつけ医」（※）がいる。

※日頃から患者自身や家族を診療

し、健康管理に関する相談にのって

くれる医師 

１ ２ ３ ４ 

（８）

スポーツに親しむ環境（場や

機会）が市内に整っていると

感じる。 

１ ２ ３ ４ 

（９）

鑑賞や活動の機会など市内の

文化芸術環境に満足してい

る。 

１ ２ ３ ４ 

（10）
安全で生活しやすい身近な生

活道路が整備されている。 
１ ２ ３ ４ 

（11）
日常生活において、市内の移

動が便利である。 
１ ２ ３ ４ 

（12）
市内産農産物を買いたいと思

う。 
１ ２ ３ ４ 

（13）

わが国全体の中において、市

内の産業は活力があると感じ

る。 

１ ２ ３ ４ 

（14）
周囲の就労環境が向上してい

ると感じる。 
１ ２ ３ ４ 

Ⅱ 生活実感について 
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そう思う 
どちらかと言えば

そう思う 
どちらかと言えば
そう思わない 

そう思わない 

（15）
地域の治安について不安があ

る。 
１ ２ ３ ４ 

（16）
身近なところで人権が尊重さ

れている。 
１ ２ ３ ４ 

（17）
社会全体で見た場合、男女の

地位が平等だと感じる。 
１ ２ ３ ４ 

（18）
地域の活動・交流が活発に行

われていると感じる。 
１ ２ ３ ４ 

問６ あなたは、さいたま市について、どのように感じていますか。次の(1)～(15)のそれ

ぞれについて、最も近いものを選んでください。（○は各々１つずつ） 

そう思う 
どちらかと言えば

そう思う 
どちらかと言えば
そう思わない 

そう思わない 

（１）

地球温暖化対策など、環境の

向上に熱心に取り組んでいる

まちである。 

１ ２ ３ ４ 

（２） 子育てしやすいまちである。 １ ２ ３ ４ 

（３）
スポーツの盛んなまちであ

る。 
１ ２ ３ ４ 

（４）
文化的なまち・芸術のまちで

ある。 
１ ２ ３ ４ 

（５）

まちなかに緑や開放的な空間

が感じられ、快適な生活がで

きている。 

１ ２ ３ ４ 

（６）
自転車が安全・快適に通行で

きている。 
１ ２ ３ ４ 

（７）

ＩＣＴ（情報通信技術）の活

用が進み、市のサービスが利

用しやすい。 

１ ２ ３ ４ 

（８）

都心（※）に活気があり、魅

力的である。 

※大宮駅周辺・さいたま新都心周辺

地区及び浦和駅周辺地区

１ ２ ３ ４ 

Ⅲ さいたま市について 
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そう思う 
どちらかと言えば

そう思う 
どちらかと言えば
そう思わない 

そう思わない 

（９）
地域の特性を生かしたまちづ

くりがされている。
１ ２ ３ ４ 

（10）
移動しやすい道路網が整備さ

れている。 
１ ２ ３ ４ 

（11）
来訪者を招き入れたいと感じ

るまちである。 
１ ２ ３ ４ 

（12） 観光資源が魅力的である。 １ ２ ３ ４ 

（13）
火災や事故の時に消防・救急

が迅速・確実に活動している。
１ ２ ３ ４ 

（14）
外国人の受入体制が整ってい

る。 
１ ２ ３ ４ 

（15）
市の国際的なイメージが向上

している。 
１ ２ ３ ４ 

問７ あなたは、消費生活におけるトラブルの相談窓口として、さいたま市が消費生活セン

ターを設置していることを知っていますか。（○は１つだけ） 

問８ あなたは、（過去１年以内に）配偶者や交際相手から暴力（※）を受けたことがあり

ますか。（○は１つだけ） 

※「配偶者や交際相手からの暴力」とは、身体的暴力、精神的暴力、性的暴力、経済的暴力のことを指します。 

問９ あなたは、平和に関心がありますか。（○は１つだけ） 

 １ 知っている             ２ 知らない 

 １ 何度もある    ２ １～２度ある      ３ 全くない 

Ⅳ その他 

 １ 非常に関心がある ２ やや関心がある ３ あまり関心がない ４ 全く関心がない 
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あなたご自身のことについて伺います。

① あなたの性別に、○をつけてください。（○は１つだけ） 

② あなたの年齢は、次のどれにあたりますか。（○は１つだけ） 

③ あなたのお住まいの区を選んでください。（○は１つだけ） 

④ あなたの職業は、次のどれにあたりますか。なお、兼業の方は、主な職業を選んでください。

（○は１つだけ） 

④－１ 【④の職業に関して、１～４（自営業、勤め人、学生）とお答えの方にお聞き

します。】お仕事先、通学先はどちらですか。（○は１つだけ） 

⑤ あなたが、さいたま市にお住まいになって、通算で何年になりますか。（○は１つだけ） 

Ⅴ あなたご自身のこと 

１ 男性 ２ 女性 

１ 20 歳代 

２ 30 歳代 

３ 40 歳代 

４ 50 歳代 

５ 60 歳代 

６ 70 歳以上 

１ １年未満 

２ １～３年未満

３ ３～５年未満 

４ ５～10 年未満

５ 10～20 年未満

６ 20 年以上

１ 自営業主・家業手伝い 

２ 勤め人（正規職員・正社員） 

３ 勤め人（パート・アルバイトなど）

４ 学生 

５ 専業主婦・専業主夫 

６ その他の無職 

７ その他 

（具体的に             ）

１ さいたま市内 

２ さいたま市以外の埼玉県内

３ 東京都 23区 

４ その他の東京都 

５ その他 

（具体的に             ）

１ 西区 

２ 北区 

３ 大宮区 

４ 見沼区 

５ 中央区 

６ 桜区

７ 浦和区

８ 南区

９ 緑区 

10 岩槻区 
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⑥ あなたを含め、現在、同居されているご家族の構成は、次のうちどれにあたりますか。 

（○は１つだけ） 

⑦ あなたと同居のご家族に次の方はいますか。（○は各々１つずつ） 

 いる いない 

（１）就学前（０～６歳） １ ２ 

（２）小学生 １ ２ 

（３）中学生 １ ２ 

（４）65 歳以上 １ ２ 

質問は以上です。ご協カいただき、誠にありがとうございました。 

ご記入いただいたアンケート調査票は、返信用封筒（切手不要）に入れ、 

2 月 18 日（火）までに郵便ポストに投函してください。 

１ 一人暮らし 

２ 夫婦だけ 

３ 親子（２世代） 

４ 親と子と孫（３世代）

５ その他 

（具体的に        ）


